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84 (234) 第 97巻第2号
先生の思想と行動壱抑圧しつづけてきた日本帝国主義の崩壊と同時に，先生の生涯に
おける第二の時代がはじまりました。
1947年 5月，京都帝国大学経済学部大学院に進まれると同時に久美了(旧姓大西〕と
結婚され，一方では経済学の理論的研究にうち込みつつ，他方では，自らの科学的良心
と確信の命ずるままに実践活動にも参加するとし、うきびしい生活に没入されたのであり
ます。
48年 2月長女百合子の誕生の年に文部教官となられた先生は，京都大学職員組合の
中心的な働き手土して，マヴカーサ一書簡苧はじめどする占領軍，日本の主匝者の反動
的な措置に直面しながち， 1948年 10月「生産力の主体について」と題する最初の業績
を「経済論叢」誌上に発表されました。この業績は戦後のインフレ シ三ンと生産力の
破壊の中で労働者階級が，生産管理夜興を提起したことに刺軟され，労働力を単なる生
産のー要素としてのみとりあっかう従来の通説を批判し， r新しき時代の歴史的主体た
る己とによって同時に生産力の最大の主体とならねばならないとし、う自覚Jにまで労働
者階般が高まらざる壱えないということをマルクスの経済学哲学手稿など最も抽象的
な範鴫にまでさかのぼって論証しようとしたものであります。
このような研究態度は，労働者階扱の実践の方向と自己の経済学研究における対象と
を結びつけると同時に，単なるアカデミズムの狭い枠の中で自己の科学的良心すら守り
得ないという先生の生涯をつらぬく信念にもとづくものと考えられます。
1950年，朝鮮戦争勃発の年に助教援となられた先生は， 京都勤労者教育協会の幹事
k京大職組書記長を兼ねるとLづ激務の中で価値論を研究され， 51年民主主義科学者
協会京都支部書記長争経て，当時の国民的科学運動から多くを学ばれたのち，労働者階
級の実態を直接に目で見，肌で感じとろうとし、う意欲の下に不慣な経営学を研究しつつ
多くの志を司じくする学究にはげまされながら，学生とともと企業の実態調査にとひこ
んでゆかれます。
1951年から 55年にかけて，京都地方産業の危機の実態を主主した調査活動の成果壱
発表されるかたわら，理論面では，宇野弘蔵東京大学教授の「恐慌論」批判に主要な関
心をむけられました。先生は恐慌を資本主義の基本矛盾の展開過程であれ ζの過程に
おける労働者階級の自覚と資本主義の歴史性の認識が深まる過程として把握すべきこと
を主張吉れ，宇野教授の見解が恐慌を労働者階級による資本主義の歴史性の認識から切
りはなし，単なる循環的変動としてのみ把握しようとした点を最もするどく批判されま
いた。いわば先生は，身をもって，理論と実践を統一しようと努力されただけでなく，
自己の研究分野においても，理論と実践を分離しようとする傾向に対Lてきびしくたた
かわれたのであります。
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このような先生を待ちうけていたものは，アカデミズムにおける障しい栄光では決し
て晶りませんでした。労働者階級と運命をともにしようと決意した知識人がかならず遇
ιなければならない試練ーーすなわち.権力による抑圧，偏狭な一部のアカデミズムか
らの瑚笑，労働者階級の思想が一直線に発展するものではとtくて，さまざまな変動と動
揺の中で，無数の菌難壱克服しながら前進するという法則，つぎつぎに湧き出てくるさ
まざまな雑務等々 ，とれらは先生の健康会著しく破壊し. 1955年中頃から.1957年
1月まで著作活動は中断の止むなきに至4 たのであります。
苦境にあった先生を支えていたのは，自ら労働者階級の中に入り，理論と実践の統ー
という問題に挑み得たとし、う確信じ先生の真撃で飾り気のない気風壱愛し，苦しみ壱
ともにしたすべての人々でありました。
1957年m マノレグス経済学の不毛佳が宣伝される中で，先生はマルクスの再生産需告の立
場からケインズの投資概念を批判的に検討され，ケインズが究極においてスミスのv+刑
のドグマの継承者たるにすぎないことを論証してのち，再生産論勾具体化と転形問題の
研究を通じ，再生産，実現の諸法則と，平均利潤法則との三律背反，それによる資本主
義経済の循環的変動の必然性を論証されました。
この成果は，戦後手Ij潤論句画期的業績として横山東京大学教授の編になる「マ〉レグス
経済学論集Jにも再録されています。再生産を平均利潤法則または転形問題の一連の業
績に拡大再日生産における固定資本の更新問題の解明を加え.1961年「恐慌論の研究ー循
環と変動の理論 」と題して，三一書房から出版され，これによって，経済学博上の学
位を弓けられましたn
だが，先生の当初の関心一ーすなわち，恐慌を労働者階級による資本主義の歴史性の
認識過程として把握しようとする関心からは，単なる循環的変動の説明にとどまらず，
資本主義から社会主義への移行と，資本主義の循環的変動とが統一的にコかまえられな
くてはならないという問題がどうしても解明される必要がありま Lた。循環主たは円環
的運動の法則と移行または，より高次の社会内の発展の法則とを統一的にとらえるとし、
う問題は，経済学の全体系の根本をなすものであり，理論と実践の統ーという問題を経
務理論の中に内在化させる上で決定的な問題であり，これによって，宇野弘蔵教授によ
るところの論理と毘史を切断し，理論と実践を切断する経済苧方法論は批判し尽くしう
ると判断されたようであります。 そこで， 先生は，健康をおびやかすさまざまな障害
に悩まされながら，資本論における本源的蓄積論と， νー ニンの帝国主義論をとりあげ
られ，経済学における抽象が，単なる一般化や，実用性一般にもとづくものではなくし
じ労働者階綾の実践という立場からの一般化であれ抽象でなければならず，またか
かる正Lい抽象は，形式論理的で.固定的，閉鎖的な経済学体系ではな〈して，資本主
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義社会の諸矛盾が労働者曙蔽の頭脳へ反映するとともに，弁証法的に，変化，発展，運
動する開放的な経済学体系のみをもたらすことを論証されました。いわば，実践の必要
にもとづく抽象を媒介として，抽象と具体，論理と歴史，理論と実践は統一戸れ，科学
的な経済学体系が確立されるとする主張であって.1965年6月 「経済論叢」誌上に発
表さ札た「経済学における理論と実践」はこの見解の一つの頂点をなすものであります C'
ζ の経済学占法論は，同時にマルクス経済学の体系にお付る困家の問題に土台，上部構
造の相互作用とL寸観点を導入させ，国家独占資本主義の分野における業績を生みだし
ました。
1960年の日米安全保障条約改定反対の運動を契機として，先生の科学者としての社会
的活動も多彩となり，多忙号きわめてきまず。
1957年の職組委員長就任を再出発のスタ トとして.63年以降，京都労働者学習協
議会理事，民科京都支部経済部会責任者， 日中友好協会会員 64年には，訪中学術代
表団の一員として中国の社会主義建設の実状をまのあたりに見学され， 第 11回原水爆
禁止世界大会国際会議日本代表団員，京都原水爆禁止科学者の会代表委員となり，昨年
11月には日本科学者会議の発起人となられました。
新たに到達した科学的研究の成果は，先生が研究の出発点にあって構想;'<れ身をも司
て行動された理論と実践の統ーという問題をより高い次元でっかみなおしたものであゥ
ただけに，新しい経済学体系の確立と，更に確信をもって多彩な実践活動を開始された
その矢先に，過労は先生の健康をむしばみ，脳出血で昏倒されたまま遂に不帰の人とな
られたのであります。
たえまない怒詩と狂調の時代にあって，先生の生涯をつらねし、ていたものは，何より
もまず理論と実践の統ーという問題寺科学的研究の中に内在化させようとする信念であ
り，その成呆としての経済学における貴重な業績であります。
つぎに， この科学的研究から得られた結論壱能う限り自らの実践活動への参加によっ
て主体的に貫き通そうとする粘り強い態度であります。
最後に，日本の思想界の一大変動の中で，苦悩し，動揺しつつも，遂に終始人民を信
頼し，学生を信頼し，一時的に少数とみえても自らの信念を守り通されたことでありま
す。
そしてこれらの事実とそ先生をすぐれた研究者であると同時に，すぐれた教育者たら
しめた所以であります。
先生がなくなられてから机の上に未完成の書簡一通が残されておりました。おそらぐ
12月末に書かれたと思われるこの書簡には「科学者組織の根本問題は，やはり科学の
創造的発展という問題です。創造的発展の根本が科学と人民の結合とし、ラ点にあること，
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ここで進歩的科学者と自称する人がおたおたしてしまうのです。やはり大学という生活
領域では，感覚的には支配階級によりファミリアーなものを感じるわけで. ~人民」は
異質なものでしかないことが一番問題です。jと記されています。
生涯を通じて人民との結合壱望み，人民とともに苦悩し，新たな到達点にたちながら
49才とし、う若さで急逝され，本年 1月1日づけをもって教授に就任されたにもかかわら
ず，経済原論的講義を遂に一度もおうかがし、できなかったことは私ども後進にとり主し
てもいいようのない悲しみであります。
しかしながら先生の残された思想と業演とはいつまでも私達をはげまし，導いて下さ
るものと確信壱致しております。
以上，故育村先生の御指導を仰いだ研究生一同を代表して，吉信，山下，重田，杉本，
西野，稲垣，津波古，西田，浪iL松石，小野，池上の共同討論にもとづき，先生町略
歴ならびに業績壱報告させていただきました。
